
ものつくり大学大学院

ものづくりの理想と未来を探求する
大学院・ものつくり学研究科の目的は、現在のものづくりをさらに経済的・文化的・技術的に研究、発展させていくこと。

「ものつくり学」の修士の取得が可能であり、ものづくり産業の発展を通じて、社会を支える人材を育成します。
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ものつくり学総合科目群 ものつくり学技能技術科目群 ものつくりプロジェクト科目群

ものつくり普遍科目

ものつくり学基礎論

ものつくりデザイン

もの・ひと協調

ものつくり学実務科目

ものつくりビジネスマネジメント
および演習

プロポーザル技法および演習

ものつくりシステム

ものつくり社会基盤

ものつくり情報活用および演習

講義系科目

設備技術持論

コンピュータ援用技術特論

サスティナビリティ技術特論Ⅰ・Ⅱ

建築計画特論

環境工学特論

都市計画特論

伝統建築特論

インテリア特論

鋼構造設計持論

極微・精密技術 I・II

実践系科目 ものつくりプロジェクト実習

ものつくりプロジェクト実習1

ものつくりプロジェクト実習2

ものつくりプロジェクト実習3

ものつくりプロジェクト実習4

ものつくり課題研究

ものつくりプロジェクト実習5

ものつくりプロジェクト実習6

ものつくり課題研究1

ものつくり課題研究2

＊建築士受験資格を持っている方は、大学院の建築士インターンシップなど、所定の単位を修得することで、「実務経験（1年または2年）」とみなすことができます。

＊授業科目は変更されることがあります。

Survival English
for Technologists

1
年
次

2
年
次

伝統構造技術および演習

先端施工管理技術および演習

先端材料技術および演習

先端構造技術および演習

保存・修復技術および演習

保全・活用技術および演習

維持保全技術および演習

高度加工技術1および実習

高度加工技術 2および実習

高度加工技術3および実習

高機能化技術1および実習

高機能化技術2および実習

スタジオインターンシップ（建築士）

インターンシップⅠ・Ⅱ（建築士）

インターンシップⅠ・Ⅱ（一般）

■ 履修カリキュラム
大学院・ものつくり学研究科は、ものつくり大学技能工芸学部総合機械学科及び同建設学科を

基礎とする単一研究科です。大学院の教育研究の柱となる領域は、これまでにない新しい複合

的な領域「ものつくり学」です。「ものつくり学」は、既設学部における領域、すなわち「技能

工芸学」に立脚しつつも、これを個別かつ専門的に探求するものでなく、ものづくりの高度な

実務を念頭に、更に広範な領域にまたがるものです。

ものつくり学研究科
ものづくりのさらなる発展を自らの手で切り拓くために

発展的かつ先進的な知識を吸収していきます

ものづくりの高度な技能技術の
知識と実践力および
普遍的ものづくり意識の習得
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真にすぐれた「もの」と
「ものづくり」の在り方の
探求力の習得

ものづくり実務の企画力と
マネジメント力および
実践力の習得

修士学位プロジェクト （修士論文研究・作品制作など）
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